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あらまし  ビデオオンデマンドで授業配信を行う方法を学習するためのオンライン演習環境を構築した．

学習者は Web ブラウザで各種動画ファイルをアップロードするだけで，ストリーミング配信が可

能になり，Web ページへの埋め込み方法等を体験できる．JA-SIG Central Authentication Service(CAS)
による統合認証(Single Sign-on)で，CMS と認証連携し，実際の遠隔 e ラーニング授業に利用したの

で報告する． 
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Abstract  We developed an online training tool for studying a technical method of video-on-demands services. The 

tool provides an environment for students to use a VOD Streaming Server System with a Web browser. 
Students can check VODs in their Web page to copy a HTML tags indicated by the tool. The tool supports a 
single sign-on system (SSO; JA-SIG CAS) to collaborate with course management systems (CMS), and the 
training works can be directly sent as a report in some CMSs. The tool has been used in distance graduate 
course. 
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1. はじめに 

現在の Course Management System (CMS) は，

テキスト，テスト(クイズ)，ディスカッション(テ
ーマ毎の閉じた掲示板)，課題提出に加えて，最

近では，ブログや Wiki，ポートフォリオ等も内

包するものまで出てきており，非常に多機能に

なってきた．また，ｅラーニングの形態も数年

前より変化しており，遠隔教育の他に，通常の

面接講義を補うブレンディド型で用いられるケ

ースもあり多様化してきた．ｅラーニングで提

供されるコンテンツも非常に広範囲に及びつつ

あるが，実験や演習を遠隔で CMS の機能だけ

で実現することは難しく，ブレンディッド型で

は対面講義で補うことが可能だが，全てを遠隔

で行う授業では問題となる． 
 熊本大学教授システム学専攻では，修了に必

要なほぼ全ての授業科目が，遠隔で修得できる

設計の大学院である．この大学院の授業科目「学



習支援情報通信システム論」では，Java applet, 
Action Script, ビデオオンデマンド(VOD)，
SCORM, LOM などの演習を行うため，CMS の

機能だけで遠隔の演習をするには，学習者にプ

ログラミング・コンパイル環境や，サーバを準

備させる必要が出てくる．環境の準備は，この

授業の本質とずれてしまうので，これらを準備

しなくても Web ブラウザ上で演習が行えるツ

ールを開発し，使用した．これまでに Action 
Script[1]用, Java applet[2]用, ビデオオンデマン

ド用のオンライン演習ツールを授業で使用した． 
本稿では，この中のオンライン VOD 演習ツ

ールについて述べる． 
 

2. 授業内での本ツールの役割 
本 VOD 演習ツールは，主に，教授システム

学専攻修士 1 年生後期の必修授業科目である

「学習支援情報通信システム論」のために開発

した．この科目は，CMS を中心に e ラーニング

の環境のシステムを理解し，適切に利用できる

能力を学習する科目である．半期 15 回の科目で，

CMS を学習者，インストラクタ，クリエータ，

管理者の立場で使用することで理解し，コンテ

ンツ制作知識として，Adobe Flash Action Script，
Java applet，VOD，JavaScript，CSS，SCORM，

XML，LOM に関して入門的な演習をする．本

稿のVOD演習ツールは，本科目のVOD入門(授
業 1 回分)の回で VOD サーバを使った動画配信

の演習で使用するために開発した．本格的な動

画配信ができるので，他の応用も可能である． 
 

3. VOD 演習ツールの構成 
図 1 に本ツールと関連するシステムの相関図

を示す．本ツールは，今回の科目場合，WebCT 
CE6 内の教材のリンクから利用できるように

している．システム読み込み時にSSOの JA-SIG 

CAS[3]を通して，ユーザ認証情報(ID)を取得す

る．サインオンしていなければ，ログインを要

求する．許可ユーザリストに，許可する ID と

ユーザ名の対応を入れ，CAS の ID と同じであ

れば，ログインを許可する． 
動画ファイルは，ストリーミングサーバの保

存領域に保存し，動画配信についてはストリー

ミングサーバの機能を使う．今回の科目では，

RealNetworks 社の Helix Server[4]を使用した． 
 

 
図 1 VOD 演習ツール相関図 

Figure 1 A relation of this tool and other systems. 
 

4. VOD 演習ツールの機能 
図 2 が，本ツールのメイン画面である．図中，

上がユーザ情報表示，下がファイル管理の画面

である．ファイル管理部分には，アップロード

フォームとファイルリストがある．本章ではメ

イン画面にあるボタンの機能を述べる． 
 



 
図 2 メイン画面 

Figure 2 The main page. 
 
 アップロード・参照ボタン 

HTMLのファイルアップロードフォームから

動画ファイルをアップロードする．参照ボタン

で，クライアントのローカルファイルを選択，

アップロードボタンで，アップロードを始める．

完了後は，リストに追加される．現在のところ，

WMV(Windows Media Video), RM(Real Media), 
MOV(QuickTime Motion Video)の 3 種類に対応

し，これらの拡張子の場合は，リストをクリッ

クすると，ストリーミングサーバ経由で動画を

プレビュー（動作確認）できる． 
 
 HTML コード表示ボタン 
上記対応ファイルの場合，Web ページ埋め込

み用の HTMLを自動生成する機能をつけた（図

3）．利用者は，この HTML を Web ページやブ

ログに貼り付けるだけで，ストリーミングサー

バを使って VOD を使用できる． 
 

 
図 3 Web ページ埋め込み用 HTML 表示 

Figure 3 The HTML codes for embedding videos. 
 
 Web ページ例表示ボタン 
動画を埋め込んだサンプルを表示できる機能

を付けた（図 4）． 動画ファイルの種類によっ

て，別のページが表示される 
 

 
図 4 Web 埋め込みサンプル表示 

Figure 4 A sample page of embedding video. 
 
 



5. 実装技術と考察 
 本ツールは，ほぼ全てがフリーのオープンソ

ースシステムで構成されている．サーバOS は，

CentOS release 4.4 で，J2EE は Jakarta Tomcat 
version 5.0.28 が java version 1.5.0_10 で動作し，

CAS 対応フィルタ cas-client-java version 2.1.1， 
Java コンパイラ JDK 1.5.10 を利用している．

今回，ストリーミングサーバには，商用の Helix 
server を使用したが，Apple Darwin[5]などのオー

プンソースのサーバでの運用も可能である． 
開発環境も同様にオープンで，eclipse version 

3.1とWeb Tools Platform 等のプラグインを利用

している．JSP と servlet で実装を行った． 
より開発を容易にするには，DB アクセスを

DAO から，hibernate 等の framework にした方が

よいだろう．また，CAS だけではユーザ ID 以

上の情報を得ることが出来ないため，名前など

のデータは DB に保存しているが，LDAP サー

ビス等と併用したほうがシンプルに出来る． 
現在は，動画アップロードのフォームに

「<input type=”file”>」を利用しているため，ア

ップロードの進捗を知ることが出来ない．より

大容量・長時間の動画に対応するなら，進捗状

況が出る Java Appletを追加するなどの改善がい

るだろう． 
 

6. まとめ 
 今回，VOD オンライン演習ツールを開発し，

実際に遠隔だけで実施されるｅラーニング授業

において利用した．受講者数は 20 名程度の小

規模ではあったが，Web ブラウザと，動画ファ

イルのみで演習を行える環境を整えられた．ま

た，WebCT CE6 との SSO も行えた． 
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